
○ 高齢期に備えての自己啓発・学習をしていない人は約３分の２と多い

資料：内閣府「中高年者の高齢期に備えての意識に関する調査」（平成20年） ※対象は55歳～64歳の者

高齢期に備えて、過去1年間に、自分の能力や意識を高めるために参加したり、
行ったりしたことはありますか？
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1.4

- 20.0 40.0 60.0 80.0

民間企業、商工・農林

関係団体など各種

団体が主催する講習会、

セミナーへの参加

国や地方公共団体が

主催する講習会、

セミナーへの参加

職場の研修に参加

ラジオ、テレビ、専門書、

インターネットなどで

自学自習

通信教育

の受講

（％）

1.6

1.4

1.6

66.6

0.1

1.5

1.6

1.5

66.5

0.2

1.6

1.2

1.7

66.8

0.1

- 20.0 40.0 60.0 80.0

公共職業能力

開発施設の講座

の受講

大学、専修学校な

どの講座の受講

その他

特にない

わからない

総 数(n=3140)

５５～５９歳(n=1560)

６０～６４歳(n=1580)

（％）



①高齢化の状況

②家族と世帯

③健康・福祉

④経済状況

⑤就業

⑥社会参加活動

⑦生活環境
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17.1

12.5
11.7

6.5 6.3 6.2

‐

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

日常の買い物に

不便

医院や病院への

通院に不便

交通機関が高齢

者には使いにく

い

散歩に適した公

園や道路がない

近隣道路が整備

されていない

図書館などの公

共施設が不足

地域の不便な点

○ 「日常の買い物に不便」など日常生活に不可欠な事柄に不便を感じる高齢者が存在

資料：内閣府「高齢者の住宅と生活環境に関する意識調査」（平成22年）
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○ 一人暮らし世帯の高齢者は、他の世帯と比較して会話や近所づきあいが少ない

4.1

27.9

3.0
1.0

18.5

2.0 1.4

1.8

7.0

1.5
1.6

5.3

0.9 1.0

1.0

7.0

1.3

0.4

4.0

- 0.3

6.9

41.9

5.8

3.0

27.8

2.9 2.7

 -

 5

 10

 15

 20

 25

 30

 35

 40

 45

全体

(N=2062)

一人暮らし

世帯

(N=86)

夫婦のみ

世帯

(N=395)

その他

世帯

(N=498)

一人暮ら

し世帯

(N=151)

夫婦の

み世帯

(N=344)

その他

世帯

(N=588)

男性 女性

性・世帯構成別

1週間に１回未満、ほとんど話をしない

１週間に１回

2日～3日に１回

資料：内閣府「高齢者の住宅と生活環境に関する意識調査」（平成22年

（注）上記以外の回答は「毎日」または「わからない」

％

2.7

19.8

3.0

0.8

7.3

1.2 1.4

 -

 5

 10

 15

 20

 25

 30

全体

(N=2062)

一人暮ら

し世帯

(N=86)

夫婦のみ

世帯

(N=395)

その他

世帯

(N=498)

一人暮ら

し世帯

(N=151)

夫婦の

み世帯

(N=344)

その他

世帯

(N=588)

男性 女性

性・世帯構成別

困ったときに頼れる人がいな

い人の割合

資料：内閣府「高齢者の住宅と生活環境に関する意識調査」（平成22年

％

＜会話頻度＞あなたは普段どの程度、人（同居の家族
を含む）と話しますか？（電話やEメールも含む）

困ったときに頼れる人がいない人の割合

5.1

17.4

4.3 4.2

6.6
6.1

3.6

 -

 2

 4

 6

 8

 10

 12

 14

 16

 18

 20

全体

(N=2062)

一人暮ら

し

世帯

(N=86)

夫婦のみ

世帯

(N=395)

その他

世帯

(N=498)

一人暮ら

し世帯

(N=151)

夫婦の

み世帯

(N=344)

その他

世帯

(N=588)

男性 女性

＜近所づきあい＞ふだん、近所の人とのつきあ

いがほとんどない人の割合

つきあいはほとんどない

資料：内閣府「高齢者の住宅と生活環境に関する意識調査」（平成22

％

) 年)
)
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○ 高齢者の孤立死が増加傾向

分布

1,364 
1,451 

1,669 
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2,361 
2,211 2,194 

0
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1,000

1,500

2,000

2,500

平成14 15 16 17 18 19 20 21

東京23区内で自宅で死亡した65歳以上

一人暮らしの者

資料：東京都監察医務院「事業概要」

人
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123 135 156 190
250

299 331
403 426

472

112 113
135

128

159
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186

186
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193

235 248
291

318

409

458

517

589
613

665

0

100
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300
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700

800

平成

12

13 14 15 16 17 18 19 20 21

(独）都市再生機構における「孤立死*」の

発生状況

65歳未満

65歳以上

＊(独）都市再生機構が運営管理する賃貸住宅で、単身居住者
が誰にも看取られることなく、賃貸住宅内で死亡した件数



22.7 

10.1 

24.5 

7.7 

86.4 

17.7 

77.3

15.4 

2.8

9.3

12.3

5.1

0.0 

21.5 

68.6 

19.6 

1.1 

41.0 

24.0 

3.5

20.5

0.1

15.2

18.3 

0.7

19.9

7.8

10.0 

14.1

2.1

0.8 

8.5

1.9

0.5

4.4 4.7 0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

被虐待高齢者の介
護認定
n = 16,002

要介護認定者の要
介護状況区分
n = 10,972

虐待者との同居・別
居の状況
n = 15,615

虐待者と被虐待高齢
者との続柄
n = 17,077※

未申請 申請中 認定済み
認定非該当（自立）

不明

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

不明

同居 別居
その他

不明

夫 妻 息子 娘
息子の配偶者（嫁）

娘の配偶者（婿）

兄弟姉妹

孫 その他
不明

被虐待高齢者の年齢
n = 16,002

被虐待高齢者の性別
n = 16,002 男 女

65-69歳 70-74歳 75-79歳 80-84歳 85-89歳 90歳以上
不明

虐待を受けている高齢者の属性

資料：厚生労働省「高齢者虐待防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律に基づく対応状況等に関する調査結果」（平成21年度）
※1件の事例に対し虐待者が複数の場合があるため、虐待判断事例件数と虐待人数は異なる。

不明

○ 虐待を受けている高齢者は7割が女性
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○ 高齢者は家庭内事故が多く、最も多い事故時の行動は「歩いていた（階段の昇降を含む）」

53.4
11.9 10.7 6.6 2.4 1.2 3.4

10.4
63.3 13.1 9.6

2.2 1.9 0.6 2.5 6.7
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（敷地内を
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遊園地

その他 不明・

無関係

20歳以上65歳未満 65歳以上

事故発生場所

高齢者の家庭内事故

（％）
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3.9 

32.8 

2.4 

17.0 

0.9 
0.5 0.6 0.5 0.6 

2.0 5.3 
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5.7 11.9 

5.0 

25.8 

0.8 
2.6 2.2 1.1 0.6 1.0 

7.5 
2.2 

0
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40

階段 浴室 台所 玄関 居室 洗面所 トイレ 廊下 ベランダ 屋根・

屋上

駐車場・

車庫

庭 その他

20歳以上65歳未満 65歳以上

家庭内事故の発生場所（％）

25.0 

16.2 
10.7 

3.2 
2.7 2.3 1.9 1.1 0.4 0.2 0.1 

7.3 
29.0 7.6 

29.0 

8.7 
3.0 

4.7 3.2 4.1 

0.4 
0.5 1.3 

0.0 

7.6 

30.1 

0
5
10
15
20
25
30
35

調理 歩いていた

（階段の

昇降を

含む）

調理

以外の

家事

飲食 入浴 休憩・

休息

就寝 遊んで

いた・

レジャー

車や

自転車に

乗って

いた

排泄 スポーツ その他 不明

・無回答

20歳以上65歳未満 65歳以上

家庭内事故時の行動（％）

資料：国民生活センター「病院危害情報からみた高齢者の家庭内事故」（平成20年）
※家庭内事故の発生場所については、不明・無回答を除く。
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○ 高齢運転者による交通事故件数が、高い水準で推移

71,806 
77,506 

83,047 
89,117 

94,798 
98,550 99,853 

102,961 102,086 105,000 
106,311 

8.1 
8.6 

9.3 
9.9 

10.5 
11.2 

11.9 

13.1 
14.1 

15.1 15.5 

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 0.9 0.9 0.8 0.8 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

平成12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年

高齢者の事故件数 高齢者（65歳以上）の占める割合 高齢者による事故件数の免許保有者に占める割合

高齢者による交通事故件数の推移（各年12月末）

資料：警察庁「平成22年中の交通事故の発生状況」
「平成22年中の交通死亡事故の特徴及び道路交通法違反取り締まり状況について」

(注１)原付以上運転者（第一当事者）としての交通事故件数
(注２)第一当事者とは、事故の当事者のうち過失の最も重い者又は過失が同程度である場合にあっては人身の損傷程度が最も軽い者をいう。
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○ 高齢者の交通事故死者数は減少傾向にあるが、交通事故死者数全体に占める高
齢者の割合は上昇傾向

69

資料：警察庁「交通事故統計」、総務省統計局「人口推計」より内閣府作成

(注）（）内は、交通事故死者数全体に占める65歳以上死者の割合。



○ 高齢者の刑法犯被害認知件数は減少傾向にあるが、全被害認知件数に占める高
齢者被害認知件数の割合は、依然高い

70

2,405,710
2,486,055
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2,190,179

1,919,609

1,716,254
1,581,526

1,492,099
1,394,138
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高齢者の刑法犯被害認知件数

全被害認知件数(人が被害を受けたもの）

高齢者被害認知件数（65歳以上）

全被害認知件数に占める高齢者被害認知件数の割合

資料：警察庁の統計による（「平成22年の犯罪」ほか）

(件） （％）



○ 振り込め詐欺の被害者の6割以上が高齢者であり、70歳以上の高齢者からの消費
トラブルに関する相談が依然として10万超

71

振り込め詐欺の被害者性別・年齢別構成（平成22年中）

資料：警察庁「平成22年の犯罪情勢」（振り込め詐欺の被害者性別・年齢別構成（平成22年中））



○ 高齢者の住宅火災による死者数は減少傾向
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○ 東日本大震災における犠牲者の65.4％が60歳以上の高齢者

年齢階級別死亡者数
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465 415 506 818 
1,070 

1,787 

2,799 

3,572 

3,191 

9,562 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

資料：警察庁「東北地方太平洋沖地震による死者の死因等について【3/11～9/11】」

※岩手県、宮城県及び福島県において収容された遺体のうち、検視等を終えて年齢が判明している者を集計

■年齢階級別死亡者数
■60歳以上（再掲）

（人）


